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ジャーナル問題検討部会における今後の検討について 

（案） 

 

過去の議論及び第１回の議論を踏まえ、今期は、以下の論点について集中的に

調査・議論を進めてはどうか。 

 

 ○ 短期的課題 

 ジャーナル購読料の高騰への対応の在り方 
・ 価格交渉力の強化方策、セーフティネット 

 

 APC 負担増に対する支援の在り方 
・ 特に若手研究者や大学院生への支援方策 

 

 ○  中期的課題 

 オープンアクセス化への動きへの対応 
・ オープンアクセスジャーナルへの対応方針 

・ 諸外国における取組との連携 

 

 研究成果の発表・公開の在り方 
・ プラットフォームの在り方 

・ データジャーナルへの対応の在り方 

・ 研究データの保存・管理 

 

 

 

整理すべき情報 

・ ジャーナル購読料の価格交渉の状況 

・ APC の負担状況(特に若手を中心として) 

・ 各機関におけるバックファイルの整備状況、機関リポジト

リへの論文登録状況 

・ 諸外国における対応状況 

整理すべき情報 

・ 国内のプラットフォームにおける現状 

・ 諸外国の動き・対応状況 
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以下の論点については、来期以降も引き続き検討を進めることとしてはどう

か。 

 

 研究成果の発信力強化の在り方 
・ 我が国の研究者による論文等の発信力強化 

   

 論文数のみに依存しない研究者評価の在り方 
 

以上 


